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は  じ  め  に  

 

厚 岸 町 を は じ め 、根 釧 地 域 に は 岩 礁 海 岸 に 多 く 見 ら れ る 。

そ こ の 潮 間 帯（ 干 潮 時 に 冠 出 す る 場 所 ）に は 様 々 な 小 型

の 海 岸 生 物 が 生 息 し て い る 。そ こ で 本 研 究 で は 厚 岸 町 と

そ の 周 辺 地 域 の 岩 礁 海 岸 の 潮 間 帯 の 生 物 群 集 が 海 岸 に

よ っ て ど の よ う に 異 な る か ？ ま た 季 節 に よ っ て ど の よ

う に 変 化 す る か ？ を 記 載 し た 。  

 

 

調  査  地  

 

調 査 は 厚 岸 町 の 門 静 、愛 冠 、末 広 、釧 路 町 の 入 境 学 、浜

中 町 の 藻 散 布 で 行 な っ た （ 図 1）。 そ れ ぞ れ の 海 岸 ご と

に 5 箇 所 の 岩 の 斜 面（ 傾 斜  ）に 横 5 0ｃ ｍ ×縦 1 0 0ｃ ｍ

の プ ロ ッ ト （ 各 プ ロ ッ ト の 中 央 の 高 さ は 平 均 潮 位 に 統

一 ）を そ れ ぞ れ ひ と つ ず つ 設 置 し た 。さ ら に こ の プ ロ ッ

ト を 縦 に 1 0 等 分 し 、横 5 0ｃ ｍ ×縦 1 0ｃ ｍ の コ ド ラ ー ト

に 分 け て 調 査 を 行 な っ た （ 図 2）。  

 隣 接 す る 調 査 海 岸 間 の 距 離 は 直 線 距 離 で 5～ 1 5ｋ ｍ ，

同 じ 海 岸 内 の 隣 接 す る プ ロ ッ ト 間 の 距 離 は 1 0～ 5 0ｍ で

あ る 。調 査 の 便 を 考 慮 し て 極 端 に 波 当 た り の 強 い 場 所 に

は プ ロ ッ ト を 設 置 し な か っ た た め 、大 半 の 調 査 箇 所 の 波

当 た り は 中 程 度 で あ る ．ま た 全 て の 調 査 地 は 市 街 地 か ら
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離 れ た 場 所 に 位 置 す る た め ，水 質 汚 染 や 漁 業 活 動 な ど の

環 境 に 対 す る 人 為 的 影 響 は 小 さ い と 思 わ れ る ．  

調 査 海 岸 を 含 め ，一 般 に 岩 礁 潮 間 帯 に は ク レ ビ ス（ 岩

の 割 れ 目 ）や タ イ ド プ ー ル（ 潮 だ ま り ）な ど の 微 地 形 に

対 応 し た ハ ビ タ ッ ト が 認 め ら れ る ．本 研 究 で は ，比 較 的

勾 配 の 急 な 傾 斜 地 か ら 調 査 地 点 を ラ ン ダ ム に 選 ん だ た

め ，調 査 プ ロ ッ ト に は ク レ ビ ス は 含 ま れ る が ，タ イ ド プ

ー ル は 含 ま れ て い な い ．  

生 物 調 査 は 2 0 0 4 年 の 4 月 、 7 月 、 お よ び 1 1 月 に 行 っ

た ．ま ず コ ド ラ ー ト ご と に 出 現 し た 底 生 生 物 の 種 を 目 視

で 記 録 し た ． ま た プ ロ ッ ト 上 に 2 0 0 個 の 点 を 5 c m 間 隔

に 格 子 状 に 設 け た 点 格 子 板 を 設 置 し ，各 プ ロ ッ ト に お け

る 固 着 生 物 の 種 別 の 被 度 を 求 め た ．  

 

 

結  果  

 

出 現 種 数  

出 現 し た 底 生 生 物 は 7 5 種 で 、 そ の 内 訳 は 移 動 性 底 生

動 物 が 1 0 種 、固 着 動 物 が 1 0 種 、固 着 植 物（ 海 藻 と 海 草 ）

が 5 5 種 で あ っ た （ 表 1）。 全 種 の 出 現 状 況 は 付 表 1～ 5

に 示 し た 。  

出 現 種 数 の 季 節 変 化 を 見 る と 、移 動 性 底 生 動 物 、固 着

動 物 、固 着 植 物 で 互 い に 異 な っ て い た 。移 動 性 底 生 動 物
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で は 秋 が 最 も 多 く 8 種 で 次 い で 春 の 7 種 、夏 が 最 も 少 な

く 3 種 で あ っ た 。一 方 、固 着 動 物 で は 夏 が 最 も 多 く 7 種

で 、つ い で 秋 の 5 種 、そ し て 春 が も っ と も 少 な く 4 種 で

あ っ た 。 ま た 、 植 物 （ 海 藻 と 海 草 ） で は 、 夏 が 4 4 種 と

最 も 多 く 、つ い で 春 の 3 1 種 、秋 が 最 も 少 な く 2 9 種 で あ

っ た （ 表 2）。  

 

優 占 種 の 分 布  

移 動 性 の 底 生 動 物 で は 、 5 海 岸 と も 藻 食 性 の 巻 貝 の 一

種 で あ る ク ロ タ マ キ ビ が 最 も 多 く 、そ の 傾 向 は ど の 季 節

で も 同 じ で あ っ た 。本 種 は 平 均 潮 位 よ り 高 い 位 置 に 多 く

分 布 す る 傾 向 が あ っ た （ 図 3）。 ま た 、 い ず れ の 海 岸 で

も 夏 や 春 に く ら べ 、秋 の 個 体 数 が 多 か っ た 。ク ロ タ マ キ

ビ に つ い で 個 体 数 の 多 か っ た 移 動 性 の 底 生 動 物 は 、シ ロ

ガ イ 類（ シ ロ ガ イ と サ ラ サ シ ロ ガ イ の 2 種 を 含 む ）で あ

っ た 。本 種 は 中 潮 位 か ら 低 潮 位 に 多 く 分 布 す る 傾 向 が あ

っ た（ 図 4）。ま た 、い ず れ の 海 岸 で も 夏 や 春 に く ら べ 、

秋 の 個 体 数 が 多 か っ た 。  

3 番 目 に 個 体 数 の 多 か っ た 移 動 性 の 底 生 動 物 は 肉 食 性 の

巻 貝 の 一 種 で あ る チ ヂ ミ ボ ラ で あ っ た 。本 種 は 厚 岸 周 辺

で は 、主 に キ タ イ ワ フ ジ ツ ボ を 捕 食 し て い る と こ ろ が 観

察 さ れ た が 、そ の 分 布 潮 位 の パ タ ー ン は キ タ イ ワ フ ジ ツ

ボ の そ れ と は 一 致 せ ず 、平 均 潮 位 よ り 低 い 位 置 に 分 布 の

中 心 が あ る こ と が わ か っ た （ 図 5）。 ま た 、 い ず れ の 海
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岸 で も 夏 や 春 に く ら べ 、 秋 の 個 体 数 が 多 か っ た 。  

 固 着 動 物 の 普 通 種（ 数 多 く 分 布 す る 種 ）は キ タ イ ワ フ

ジ ツ ボ で あ る （ 図 6）。 本 種 は 入 境 学 以 外 の 海 岸 で は 、

平 均 潮 位 付 近 に 最 も 多 く 分 布 し て い た 。本 種 の 被 度 の 季

節 変 化 の 仕 方 は 海 岸 に よ っ て 異 な り 、藻 散 布 で は 春 が 最

も 高 く 、夏 に 最 も 低 く な っ た 。一 方 、末 広 ・ 愛 冠 ・ 門 静

で は 秋 が 最 も 高 く 、夏 が 最 も 低 く な っ た 。ま た 入 境 学 で

は 、 夏 が 最 も 高 く 、 春 が 最 も 低 か っ た 。  

固 着 植 物（ 海 藻 と 海 草 ）の 被 度 は い ず れ の 海 岸 で も 低

潮 位 で 高 く な る 傾 向 が 認 め ら れ た （ 図 7）。 ま た 、 固 着

植 物 の 被 度 の 季 節 変 化 は 門 静 以 外 の 海 岸 で は 、春 に 最 も

高 く 、夏 に 最 も 低 く な る と い う 共 通 し た パ タ ー ン が 認 め

ら れ た 。一 方 、門 静 で は 高 潮 位 で は 夏 の 被 度 が 他 の 時 期

よ り 高 く な る 点 を 除 い て 明 瞭 な 季 節 性 は 認 め ら れ な か

っ た 。  

固 着 植 物（ 海 藻 と 海 草 ）の 被 度 を 、優 占 種 ご と に 見 て

み る と 固 着 植 物（ 海 藻 と 海 草 ）の 被 度 は い ず れ の 海 岸 で

も 低 潮 位 で 高 く な る 傾 向 が 認 め ら れ た （ 図 8～ 1 1）。 ま

た 、 固 着 植 物 の 被 度 の 季 節 変 化 は 門 静 以 外 の 海 岸 で は 、

春 に 最 も 高 く 、夏 に 最 も 低 く な る と い う 共 通 し た パ タ ー

ン が 認 め ら れ た 。一 方 、門 静 で は 高 潮 位 で は 夏 の 被 度 が

他 の 時 期 よ り 高 く な る 点 を 除 い て 明 瞭 な 季 節 性 は 認 め

ら れ な か っ た 。  

海 藻 の 被 度 を 、優 占 種 ご と に 見 て み る と ク ロ バ ギ ン ナ
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ン ソ ウ （ 図 8） や ピ リ ヒ バ （ 図 9） は 低 潮 位 に 多 い の に

対 し 、 フ ク ロ フ ノ リ （ 図 1 0） で は 中 潮 位 で 多 い な ど 、

種 に よ っ て 被 度 の 高 い 潮 位 が 異 な っ て い た 。ま た 、被 度

の 季 節 変 化 の 仕 方 も 海 藻 の 種 間 で 異 な り 、 マ ツ モ （ 図

1 1）や フ ク ロ フ ノ リ で は 春 が 最 も 高 く 夏 に 最 も 低 く な る

の に 対 し 、ピ リ ヒ バ や ク ロ バ ギ ン ナ ン ソ ウ で は 明 瞭 な 季

節 性 は 認 め ら れ な か っ た 。  



11：入境学（釧路町）
12：門 静（厚岸町）
13：愛 冠（厚岸町）
14：末 広（厚岸町）
15：藻散布（浜中町）

図1. 調査海岸



図2. 調査方法
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表1. 出現種数とその季節変化

生 物 群 年間 4月 7月 11月

移動性底生動物 10種 7種 3種 8種

固 着 動 物 10種 4種 7種 5種

海 藻 54種 30種 43種 28種

海 草 1種 1種 1種 1種

総 種 数 75種 42種 54種 42種
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図3. 移動性底生動物の個体数の季節変化：クロタマキビ
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図4.  移動性底生動物の個体数の季節変化：シロガイ類
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図5. 移動性底生動物の個体数の季節変化：チヂミボラ
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図6. 固着動物（優占種）の被度の季節変化：キタイワフジツボ
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図7. 固着植物（海藻と海草）の被度の季節変化
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図8. 海藻（優占種）の被度の季節変化：クロバギンナンソウ
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図9. 海藻（優占種）の被度の季節変化：ピリヒバ
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図10. 海藻（優占種）の被度の季節変化：フクロフノリ
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図11. 海藻（優占種）の被度の季節変化：マツモ
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キタノムラサキイガイ二枚貝類

スベカワウズマキゴカイ

ウズマキゴカイ

ゴカイの仲間多毛類

11月7月4月

アミメコケムシ苔虫類

ウメボシイソギンチャク

コモチイソギンチャク花虫類

ドロクダムシの仲間甲殻類

チシマフジツボ

キタイワフジツボ蔓脚類

○○○

○○○

○

○○

○

○

○

○○○

○

○○

○

○カイメンの仲間尋常海綿類

固着動物

11月7月4月

○コヒトデヒトデ類

○○○

○チャツボ

○○エゾシタダミ

○○○チヂミボラ

○タマキビ

○コウダカチャイロタマキビ

○○○クロタマキビ

○○ウチダヘソカドタマキビ腹足類

シロガイ類（シロガ
イとサラサシロガイ)

移動性底生動物

付表2. 各季節の出現種（固着動物と移動性底生動物）



○○○ツノマタ

○○ダルス

○タオヤギソウ

○○○○スサビノリ

○○○○コノハノリ

○○コトジツノマタ

○○○○○○○○○○○○○○○クロバギンナンソウ

○○○○○○○クシベニヒバ

○キブリイトグサ

○○カシワバコノハノリ

○○○○○○○○○○○エンドウイトグサ

○エゾベニマダラ

○ウップルイノリ

○ウシケノリ

○○イボノリ

○○○○○イトヤナギ

○○○イトグサの仲間

○○○○○アッケシフジマツモ

○○アカバ紅藻類

11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月

入境学門静愛冠末広藻散布

付表3-1. 各海岸毎の各季節の出現種（植物）



○○○○○○○○ネバリモ

○○トロロコンブ

○○○○○○○○○○○クロガシラの仲間

○○○○○○○○キタイワヒゲ

○○○カヤモノリ

○イソハンモン

○○○アイヌワカメ褐藻類

○石灰藻２

○○○○石灰藻１

○モロイトグサ

○○○○マツノリ

○○○○○ベニマダラ

○○○○ベニフクロノリ

○フジマツモ

○○○○○○○○○○○○○○○フクロフノリ

○○○○○○○○○○○○○○○ピリヒバ

○ヒラコトジ

○○ハケサキノコギリヒバ紅藻類

11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月

入境学門静愛冠末広藻散布

付表3-2. 各海岸毎の各季節の出現種（植物つづき）



○スガモ単子葉植物類

○ワタシオグサ

○○○○ボウアオノリ

○○ヒラアオノリ

○○○○○○○○○○○○ツヤナシシオグサ

○○○○○タルガタジュズモ

○○タマジュズモ

○○○○○シワヒトエグサ

○○○○○シリオミドロ

○○○○○エゾヒトエグサ

○○○○○○○○○○○○○○アナアオサ

○○○アサミドリシオグサ緑藻類

○○○○○○○○ワタモ

○○○○○○○○○○○○○○○マツモ

○○○○○○ヒバマタ

○○ハバノリ褐藻類

11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月

入境学門静愛冠末広藻散布

付表3-3. 各海岸毎の各季節の出現種（植物つづき）



○○○チシマフジツボ

○○○○○○○○○○○○○○○キタイワフジツボ蔓脚類

○ムラサキインコガイ

○○キタノムラサキイガイ二枚貝類

○○○○スベカワウズマキゴカイ

○○○ウズマキゴカイ

○ゴカイの仲間多毛類

○○○アミメコケムシ苔虫類

○○ウメボシイソギンチャク

○○○○○○コモチイソギンチャク花虫類

○ドロクダムシの仲間甲殻類

○カイメンの仲間尋常海綿類

11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月

入境学門静愛冠末広藻散布

付表4. 各海岸毎の各季節の出現種（固着動物）



○○コヒトデヒトデ類

○○○○○○○○○○○○○○○シロガイ類（シロガイとサ
ラサシロガイ)

○○チャツボ

○○エゾシタダミ

○○○○○○○○○○○チヂミボラ

○タマキビ

○コウダカチャイロタマキビ

○○○○○○○○○○○○○○○クロタマキビ

○○○○○○ウチダヘソカドタマキビ腹足類

11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月11月7月4月

入境学門静愛冠末広藻散布

付表5. 各海岸毎の各季節の出現種（移動性底生動物）




